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‣課題の整理（アンケート調査等から洗い出し）

‣５つの基本目標（上記課題と「こども大綱」に示された内容を勘案）

①こどもや若者の

声を尊重

②こどもや若者が自分らしさや生き方に誇りを持ち、

夢や目標にむかって挑戦できるまち

③安心して産み育てることができ、心豊かな成長を育む環境づくり

④すべての人がこどもや子育てを想い見守る地域づくり

⑤ワーク・ライフ・バランスの実現

‣施策（上記目標のそれぞれに紐づく「施策1-1」から「施策5-3」までの17の施策）

‣取り組み（目標を達成するために推し進める具体的な事業）

反映

「見附市こども計画」（案）の概要
令和7年度～令和11年度

基本理念 みんなで子育て こどもどまんなか 笑顔かがやくまち みつけ

1-1 意見を尊重し、施策に反映するための体制整備

3-1 安心して妊娠・出産ができる環境
3-2 こどもや母親の健康の確保
3-3 子育て支援の情報提供・相談体制の充実
3-4 配慮を必要とするこども・家庭への支援
3-5 就学前の教育・保育の基盤整備、

教育・保育の充実と質の向上
3-6 親子の遊びや学びを通した

人間性・社会性を育む体験活動の推進
3-7 多様な教育・保育環境の整備

4-1 地域における子育てネットワークや
各種支援サービスの充実

4-2 地域や家庭の子育て力の向上や
地域ぐるみでこどもを育む意識の醸成

4-3 安全で快適に遊び学ぶことのできる環境や
子育て施設の整備

5-1 育児休業後の保育事業の円滑な利用の確保
5-2 子育てしやすい雇用環境の整備
5-3 男女共同参画による子育ての推進

2-1 就学に対する経済的支援の推進・強化
2-2 社会進出に向けた地域人材の育成と活用
2-3 健全な育成と自立支援

「こども計画」とは
・「こどもまんなか社会」に向け、国の「こども大綱」や「都道府県こども計画」を勘案して

各自治体での作成が努力義務化されているもの

・「第3期子ども・子育て支援事業計画」等を内包し策定

・見附市こども・子育てどまんなか条例をふまえて策定

‣若者支援 ‣貧困対策

‣こども・若者を権利の主体として尊重

‣当事者の声を聞き、
ともに進めていく など

①こどもや若者の声に耳を傾ける ②未就学児の親の精神的・身体的負担感の軽減

③経済的支援強化 ④勤務先や職場の理解・協力の促進

⑤妊娠中や妊娠前の丁寧な説明、理解促進 ⑥妊娠前から育児期に至るまでの相談環境の整備

⑦こどもや若者が地域とのつながりの中で成長できる環境の確保

⑧こどもや若者が自分らしさを大切にし、家庭環境により夢をあきらめることを防ぐ



第1章 計画策定にあたって ・計画の趣旨 ・計画の位置づけ など

「見附市こども計画」（案）の概要
令和7年度～令和11年度

第2章 見附市のこども・子育てを取り巻く現状
・統計による現状（人口推移など） ・教育・保育施設等の状況 など

第3章 こども・若者等へのニーズ調査（調査概要と結果）

第4章 第2期子ども・子育て支援事業計画の評価

第5章 こども・子育てを取り巻く現状の総括・整理
・調査から得られた課題の整理

第6章 計画の基本理念・目標

第8章 こども計画における量の見込みと確保方策

第7章 目標達成のために行う事業（取り組み）

第9章 計画の推進方法 ・PDCA体制 ・KPIの設定 など

・保護者アンケート ・若者アンケート ・小中学生年代アンケート

・未就学児を対象とした意見聴取（ヒアリング、「絵」を用いた聴取）

・保育等の提供量、確保方策 ・地域子ども・子育て支援事業の提供量、確保方策 など

基本目標1  こどもや若者の声を尊重

・ふれあい懇談会 ・キッズサポーター など

基本目標2 自分らしさや生き方に誇りを持ち、夢や目標にむかって挑戦できるまち

・jobチャレ教育 ・スクールカウンセラー など

基本目標3 安心して産み育てることができ、心豊かな成長を育む環境づくり

・ネウボラみつけ ・こども家庭センター ・保育の質の向上 ・わくわく体験塾 など

基本目標4   すべての人がこどもや子育てを想い見守る地域づくり

・子育て支援センター ・こどもの居場所（プレイラボ） など

基本目標5 ワーク・ライフ・バランスの実現

・子育てしやすい職場づくり支援 など

～みんなで子育てこどもどまんなか 笑顔かがやくまちみつけ～

●こどもの権利を尊重します。
●こどもの思いや意見を大切にして、一緒に考えます。
●安心して子育てができる環境づくりをします。
●みんなが、それぞれの役割を理解して
こどもや子育てを応援します。


